
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3018 

令和５年度 福祉科 

 

教科 福祉 科目 生活支援技術 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「生活支援技術」 （実教出版） 

副教材等  なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 介護を必要とする人の自立した生活を支援するための安心・安全な介護技術を学び、施設実習や

ボランティア活動を通じて実践力を高めていきます。１年生では、介護が必要な人の気持ちになっ

て介護技術の基本について考え、介護福祉士として必要な職業観の基礎を育みます。 

①介護を必要とする人の生活場面に応じた介護技術の方法について興味や関心を持って授業に

取り組み、介護技術の演習やグループワークなど、積極的に参加しましょう。 

②国家資格である介護福祉士の受験資格を取得するために必要な科目です。 

 

２ 学習の到達目標 

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、適切で安全・

安楽な生活支援技術を提供するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目標としま

す。 

①自立生活の支援について体系的・系統的に知識を理解するとともに、関連する技術を身に付け

ます。 

②自立生活の支援の展開に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根

拠に基づいて創造的に解決する力を養います。 

③健全で持続的な社会の構築をめざして自ら学び、自立生活の適切な支援に主体的かつ協働的に

取り組む態度を養います。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

自立生活の支援について体

系的・系統的に理解してい

るとともに、関連する技術

を身に付けている。 

自立生活の支援の展開に関す

る課題を発見し、職業人に求

められる倫理観を踏まえ科学

的な根拠に基づいて創造的に

解決する力を身に付けてい

る。 

健全で持続的な社会の構築を

めざして自ら学び、自立生活

の適切な支援に主体的かつ協

働的に取り組む態度を身に付

けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
編 

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
生
活
支
援 

第１編 私たちの暮らしと生活

支援 

第１章 生活支援の理解 

１ 生活の理解 

２ 生活支援の考え方 

３ 他の職種の役割と協働 

a:生活や生活支援の在り方、介護

従事者としての介護観や倫理観、

他の職種との協働などについて

理解している。 

b:生活や生活支援の在り方、他の

職種との協働などについて課題

を発見し、他の職種と協働してサ

ービスを提供することの意義や

目的について、具体的な事例によ

り考察し、表現することができ

る。 

c:私たちの生活における変化に

興味や関心をもち、課題解決に向

けて主体的に取り組んでいる。 

定期考査 

 

確認ﾃｽﾄ 

定期考査 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

第
２
編 

自
立
に
向
け
た
生
活
支
援
技
術 

 

第２編 自立に向けた生活支

援技術 

第４章 移動の支援 

１ 車いすの介助 

２ 視覚障がい者の手引き歩

行 

３ 車いす体験・アイマスク体

験 

a:移動の意義や目的、自立した日

常生活を送るために必要な安

全・安楽な移動の支援について理

解している。 

b:安全・安楽な支援を行うための

必要な支援方法や声掛けについ

て考察し、表現することができ

る。 

c:車いす体験、アイマスク体験を

通じて、相手の立場に立った支援

方法について主体的に活用でき

る態度を身に付けている。 

定期考査 

 

確認ﾃｽﾄ 

定期考査 

 

提出ﾉｰﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

２
学
期 

第
２
編 

自
立
に
向
け
た
生
活
支
援
技
術 

第２編 自立に向けた生活支

援技術 

第１章 居住環境の整備 

１ 生活支援における居住環

境整備の意義・基本理念 

２ 安心で快適な生活の場づ

くり 

３ ベッドメイキング 

a:利用者の方の状態や状況に応

じた安全で快適な居住環境の整

備について基本的知識を理解し

ている。 

b: 日本の住宅の特徴を踏まえ、

その問題点と解決策や施設にお

ける環境整備について考察し、表

現することができる。 

c:ベッドメイキングの技術を身

に付け、目的に合わせた居住環境

整備の必要性について主体的に

活用できる態度を身に付けてい

る。 

定期考査 

 

実技ﾃｽﾄ 

定期考査 

 

提出ﾉｰﾄ 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

発表 
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第２章 家事行動の支援 

１ 家事の支援の意義と目的 

２ 家事支援における介護技

術 

a:家事支援の具体的な知識を理

解するとともに、基本的な技術を

身に付ける。 

b: 高齢者や障がい者などの自立

のための家事支援について新聞

記事や事例などを活用して、利用

者の方の視点での家事支援につ

いて考察し、表現することができ

る。 

c: 介護従事者として、困ってい

る人に対して家事支援を主体的

に活用できる態度を身に付けて

いる。 

定期考査 

 

確認ﾃｽﾄ 

定期考査 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

第３章 身じたくの支援 

１ 身じたくの意義と目的 

２ 身じたくにおける介護技術 

a:利用者の方の状態や状況に応

じた安全・安楽な身じたくの支援

について理解し、自立に向けた身

じたくの介護に関する基礎的な

技術を身に付ける。 

b:機能低下や障がいが身じたく

に及ぼす影響について考察し、自

立に向けた身じたくの介護技術

について表現することができる。 

c: 利用者の方の状態や状況に応

じた安全・安楽な身じたくの支援

について、臥位での浴衣交換の実

技において主体的に取り組むこ

とができる。 

定期考査 

 

確認ﾃｽﾄ 

定期考査 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

発表 

３
学
期 

第
２
編 

自
立
に
向
け
た
生
活
支
援
技
術 

第４章 移動の支援 

１ 移動の意義と目的 

２ 移動・移乗における介護

技術 

a: 移動の意義や目的、自立した

日常生活を送るために必要な安

全・安楽な移動の支援について理

解している。 

b: 高齢者や障がい者などの自立

のための移動支援について新聞

記事や事例などを活用して、利用

者の方の視点に立った移動支援

について考察し、表現することが

できる。 

c:自立のための移動支援につい

て、必要な福祉用具について自主

的に調べている。 

定期考査 

 

確認ﾃｽﾄ 

定期考査 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


